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⑤　標本サイズの影響（Effect of Sample Size）
コイン投げで、「10 回中６回以上表」と「100 回中 60 回以上表」を等確率と思う
⑥　検索容易性（Availability）
10 人から２人選ぶよりも８人選ぶ方が多くの組み合わせを作れると思う












違えるかを明らかにしてきたとし、Daniel Kahneman らによる「小数の法則＝ Law 
of small numbers」を例として挙げている。これは言うまでもなく確率論の基礎を
なしている有名な法則である「大数の法則＝ Law of large numbers」のパロディで
あるが、「少数回の試行において大数の法則と同じ結果が表れると思い込んでしまう
こと」とされる。たとえば、公平なコインを投げるとき、100 回投げればだいたい
50 回近く表が出る。具体的に述べれば、このときの表の回数は平均が 50 回、標準偏
差が 5 であることから、表の回数は 95%以上の確率で 40 回から 60 回の間に収まる。
つまり 100 回投げて表が 30 回しか出ないなどということは、ほとんど起こりえない















































































【問題１】天気予報で「本日 12 時から 18 時の八王子市における降水確率は
30％です」と言っていた。この「30%」の意味について説明せよ。特に、「30%








































































































・４勝１敗で A が優勝する場合が 1 通り
・４勝２敗で A が優勝する場合が 2 通り
・４勝３敗で A が優勝する場合が 3 通り
・４勝２敗で B が優勝する場合が 1 通り
・４勝３敗で B が優勝する場合が 3 通り
　となることがわかる。すると、A が優勝する場合が６通りで B が優勝する場合が







が２連勝する確率は 1/2×1/2＝1/4 となる。一方、４勝３敗で A が優勝するまで
の推移は、「負け→勝ち→負け→勝ち」など３通りあるが、どれも２勝１敗から４試
合行うので、その確率は 1/2×1/2×1/2×1/2＝ 116  である。結果として、A が優勝





















り上げ、これをさらに「（ア） ２枚とも表、（イ） 表と裏、（ウ） ２枚とも裏」と分析し、
「２通りと１通りだから同じ面の方が出やすい」という誤認識を示した上で、実際


















いとする。そのうち、ことがら A の起こる場合が a 通りであるとき、ことが












































　n 回の試行のうち事象 A が k 回起こるとき、その割合が試行回数 n を無限
に大きくするにしたがって一定の数 p に近づくとき、それを事象 A の確率と
いう。事象 A の起こる確率 p=  
《確率の定義３～公理的確率》
　起こりうるそれぞれの事象 A に対して実数 P（A）が存在し、以下の条件を満
たすとき、この P（A）を事象 A の確率という。
(i) 0 ≦ P（A）≦ 1   (ii) 全体の事象 S に対して P（S）=1















　まず「１. 場合の数」において場合の数が相当詳しく扱われ、P や C といった記号
こそ用いないものの、「順列」「組合せ」という用語が用いられている。
　その上で、「２. 確率」の「§１. 確率の意味」で、「白玉 20 個と黒玉 30 個の合計
50 個の玉がはいった袋」を考え、そこから玉を取り出しては戻すという作業を繰り
返し、白玉が出る回数の割合（＝相対度数）を求めるという実験を行っている。こ
こでは、10 個の班が作業を行った結果として、玉を取り出す回数が 20 回だと白玉の



















































20 回中 12 回入る
30 回中 18 回入る
　　……
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A Study on Misconception of Probability Concept and 
Mathematics Curriculum
Masashi SUZUKI
Three competencies are emphasized in the new Course of Study issued from Japan’s MEXT 
(Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology). Among various fields of 
school mathematics, probability and statistics are quite effective to enable active learning, 
since they are deeply connected with reality. However, at the same time, it is also difficult to 
correctly understand the concept of probability, and there are many studies on misconception 
of probability from various viewpoints.
We can find various causes of these misconceptions, but one of the major factors among 
them exists in the current school education curriculum. We point out problems of current 
probability education through mathematics textbooks of junior high schools and commentaries 
in the Course of Study for elementary school. Then in the last, we make suggestions for future 
improvement in probability education at school.
